
院
籍
の

「
首
陽
山
賦
」

に
つ
い
て

貌
の
庇
籍
(
字
嗣
京
、
二

O
i二
六
一
二
)
の
川
諮
問
問
山
賦
い
は
、

約
一
央
・
叔
斉
の
一
…
一
日
行
を
批
判
す
る
内
特
を
も
ち
、
し
か
も
司
馬
氏
に

よ
る
貌
朝
築
奪
が
進
行
す
る
時
期
に
制
作
さ
れ
た
賦
で
あ
り
、
さ
ま

ざ
ま
な
問
題
を
合
む
、
な
か
な
か
に
難
解
で
、
且
つ
重
要
な
作
品
と

ハ
1
)

思
わ
れ
る
。

よ
く
知
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
院
籍
と
い
う
こ
の
作
家
は
、
こ
と
ば

の
奥
に
き
わ
め
て
偲
微
な
か
た
ち
で
そ
の
真
意
を
潜
ま
せ
る
こ
と
が

多
く
、
院
賦
を
理
解
す
る
に
は
よ
ほ
ど
周
到
な
準
備
が
な
く
て
は
な

ら
な
い
。
そ
こ
で
私
は
さ
き
に
「
庇
籍
首
陽
山
賊
訳
註
初
稿
」
と
題

(
2〉

し
、
こ
の
賦
に
つ
い
て
の
拙
い
註
釈
を
発
表
し
た
。
小
論
は
こ
の

「
初
稿
」
を
基
礎
と
し
て
、
こ
の
賦
の
制
作
時
期
お
よ
び
動
機
、
内

容
上
の
問
題
点
な
ど
に
つ
き
論
ず
る
も
の
で
あ
る
。

な
お
、
テ
キ
ス
ト
は
関
川

「
院
歩
兵
集
」
を
用
い
た
。

ニ

中
の

沼

勝

口

「首
mm山
賦
」
の
制
作
時
期
は
、
そ
の
序
文
か
ら
貌
の
正
元
元
年

(
二
五
四
〉
十
月
以
後
と
判
定
さ
れ
る
。
そ
こ
で
ま
ず
正
元
元
年
十

月
を
中
心
と
し
て
、
そ
の
前
後
の
政
治
情
況
を
見
、
次
に
作
者
氏
籍

の
伝
記
的
事
誠
一
と
序
文
と
を
関
連
さ
せ
、
こ
の
斌
の
制
作
動
機
を
採

る
手
懸
り
と
し
た
い
。

一
向
志
、
貌
議
b

( 13 ) 

一
少
帝
紀
の
記
載
か
ら
抜
悲
し
左
に
掲
げ
る
。

)
炭
戊
、
中
毒
令
李
糊
混
血
ハ
皇
后
父
光
称
大
夫

張
総
等
謀
肢
易
大
陸
、
以
太
常
夏
侯
玄
魚
大
賂
軍
、
事
院
%
、
諸
所

連
及
者
皆
伏
株
。

(
秋
九
月
)
大
将
軍
司
馬
景
王
将
謀
慶
一
帝
、
以
開
皇
太
后
。
甲

戊
、
太
后
令
日
、
(
略
)
是
日
選
賠
別
宮
、
年
二
十
三
。
了
丑
、

令
日
、
・
:
・
:
高
貴
郷
公
露
有
大
成
之
量
、
立
ハ
以
箆
明
皇
帝
腕
。

(
十
月
)
庚
寅
、
公
入
子
洛
陽
、
:
:
:
其
臼
邸
皇
帝
位
於
大
棟
前

駁
、
(
略
)
大
赦
、
改
元
。

(
正
元
元
年
多
十
月
)
忍
〈
己
、
銀
大
将
軍
司
馬
景
王
寅
銭
、
入
朝

不
趨
、
奏
事
不
名
、
剣
履
上
殿
。



甲
段
、
命
有
門
論
腹
立
定
策
之
功
、
封
露
、

韮
立
、
近
場

j

{

1

j

 

-
張
料
ら
朝
廷
派
が
夏
侯
玄
を
担
い
で
司
馬
締
(
尻
閉
山
帝
)
失

脚
を
断
策
、
発
覚
し
て
謀
叛
の
界
に
よ
り
抹
殺
さ
れ
た
の
は
、
こ
の

年
一
一
月
の
こ
と
で
あ
る
。
設
・
玄
・
料
ら
の
…
一
一
族
は
英
滅
さ
れ
連
座

す
る
者
名
/
く
、
こ
の
事
件
の
影
響
は
広
く
深
か
っ
た
。
そ
し
て
九

月
、
つ
い
に
天
子
(
斉
王
芳
〉
廃
位
へ
と
波
及
す
る
。
皇
太
后
に
対

す
る
不
孝
、
そ
れ
が
路
位
の
名
目
で
あ
っ
た
。
新
た
に
天
子
に
立
て

ら
れ
た
の
は
文
帝
の
孫
、
東
海
王
寂
の
子
の
高
貴
郷
公
一
塁
で
あ
っ

た
。
こ
の
人
選
は
義
太
后
の
希
望
に
よ
っ
た
と
、
安
注
引
吋
貌
略
同

(
3
)
 

に
は
い
う
。
向
じ
く
吋
貌
氏
春
秋
』
に
、
新
主
は
ど
う
か
と
司
馬
部

が
問
う
と
、
錐
会
が
「
才
は
陳
忠
ハ
曹
槌
)
に
向
じ
く
、
武
は
太
組

(
曹
操
〉
に
獄
す
。
」
と
答
え
た
、
師
は
「
若
し
卿
の
一
一
一
口
の
如
く
な

ハ
4
〉

ら
ば
、
社
稜
の
福
な
り
。
い
と
い
っ
た
と
あ
る
。

新
天
子
の
即
位
に
伴
い
元
号
が
改
ま
る
。
常
務
平
六
年
十
月
が
正
一
五

元
年
十
月
に
改
ま
っ
た
。
叶
皮
質
い
の
誌
は
陰
暦
の
五
日
で
あ
る
が
、

新
年
号
は
一
日
に
測
り
施
行
さ
れ
た
で
あ
ろ
う
。
ま
た
「
叩
炭
」
の

ハ
5
)

日
は
陰
暦
十
九
日
に
相
当
す
る
。
こ
の
日
、
こ
の
度
の
廃
立
に
功
労

あ
っ
た
者
に
封
爵
・
進
位
が
賞
賜
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。
「
一
一
一
少
帝

紀
」
の
記
載
を
整
理
す
る
と
、
以
上
の
ご
と
く
で
あ
る
。

そ
れ
で
は
右
の
よ
う
な
情
況
下
、
玩
籍
は
ど
う
し
て
い
た
で
あ
ろ

う
か
。
本
伝
に
よ
り
、
こ
の
前
後
の
時
期
に
該
当
す
る
記

載
を
見
る
こ
と
と
し
よ
う
c

及
曹
爽
輔
政
、
召
魚
参
軍
、
籍
図
以
疾
辞
、
界
於
回
虫
、
蔵
総
一
間

爽
談
、
時
人
服
其
法
議
。
宣
一
帝
為
太
待
、
命
籍
第
従
事
中
郎
、
及

帝
嵐
、
復
震
景
一
帝
大
司
馬
従
事
中
郎
、
高
貴
郷
公
邸
位
、
封
関
内

侯
、
徒
散
騎
常
侍
。

曹
爽
の
参
軍
を
病
を
口
実
に
辞
し
、
郷
里
に
隠
退
し
て
い
た
玩
籍

は
、
一
一
円
馬
議
(
笠
帝
)
の
下
で
従
事
中
郎
と
な
り
、
誌
の
死
後
も
そ

の
子
司
馬
師
の
下
で
引
き
続
き
そ
の
職
に
あ
り
、
新
天
子
即
位
に
伴

う
封
爵
・
進
位
の
賞
賜
に
よ
り
関
内
侯
、
散
続
常
侍
と
な
っ
た
の
で

あ
っ
た
。
一

j

首
陽
山
斌
」
の
序
文
の
内
容
も
こ
れ
に
符
合
す
る
。
左
一

に
掲
げ
る
。

正
元
元
年
秋
、
余
命
保
川
中
郎
、
在
大
将
軍
府
、
濁
佐
南
橋
下
、
北

首
湯
h
A
、
試
日
、

-
1
1
1
1
1
 

序
文
の
意
は
一
見
ま
こ
と
に
明
快
で
あ
る
。
コ
比
一
克
元
年
の
秋
、

わ
た
く
し
籍
は
引
き
続
き
従
事
中
郎
と
し
て
、
大
将
軍
司
馬
部
さ
ま

つ
い
じ

の
府
署
に
お
り
ま
し
た
が
、
あ
る
日
独
り
南
の
絡
の
下
に
往
き
、
設

問
防
山
を
北
に
し
て
、
感
慎
を
う
た
い
ま
し
た
。
い
と
い
う
、
き
わ
め

て
さ
り
気
な
い
書
き
振
り
で
あ
る
。

と
こ
ろ
が
そ
の
「
秋
の
…
臼
い
が
、
天
子
廃
立
の
行
わ
れ
た
陪
欝

な
政
治
的
季
節
の
日
で
あ
る
こ
と
、
既
述
し
た
通
り
で
あ
る
。
賦

( 14 ) 



一
旬
に
い
う
、

在
滋
年
之
末
歳
今
放
の
年
の
末
歳
に
夜
り

端
旬
首
市
電
…
桧
端
勾
の
設
に
し
て
近
、
陰
あ
り

は

じ

と

お

か

つ

い

た

こ
の
「
端
匂
首
」
の
一
…
一
字
を
早
川
柳
め
の
匂
の
首
い
と
読
む
な
ら

ば
、
賦
中
に
秋
の
風
物
た
る
「
螺
僻
」
「
趨
嬬
」
の
表
出
さ
れ
る
こ

と
か
ら
、
そ
の
「
秋
の
…
日
ん
が
突
は
「
正
一
克
元
年
十
月
一
日
」
で

あ
る
こ
と
を
、
作
者
自
ら
斌
中
に
言
明
し
て
い
る
こ
と
と
な
る
。
新

天
子
即
位
の
数
日
前
の
こ
と
で
あ
る
。

庇
籍
は
従
事
中
郎
と
し
て
あ
ま
り
勤
勉
で
は
な
か
っ
た
ら
し
い
。

後
述
す
る
よ
う
に
、
賦
中
の
こ
と
ば
は
そ
う
伝
え
る
の
で
あ
る
。
そ

う
し
た
作
者
が
、
新
天
子
の
即
位
が
決
定
し
、
天
下
が
可
馬
氏
の
も

の
で
あ
る
こ
と
の
判
然
と
し
た
情
況
の
中
で
、
い
よ
い
よ
自
己
の
態

度
決
定
を
迫
ら
れ
て
い
る
時
期
の
一
日
、
そ
れ
が
首
揚
山
を
挑
め
感

懐
を
い
だ
い
た
こ
の
序
文
に
い
う
一
日
で
あ
っ
た
。

と
こ
ろ
で
、
序
文
の
首
句
「
正
元
元
年
秋
」
と
あ
る
の
は
、
十
月

で
あ
れ
ば
「
冬
」
と
す
べ
き
で
は
な
い
か
、
と
い
う
疑
念
を
も
た
れ

る
読
者
も
お
ら
れ
よ
う
。
私
も
ま
た
そ
う
で
あ
っ
た
が
、
こ
の
年
桧

矯
十
月
一
日
は
、
太
陽
暦
の
十
月
二
十
九
日
に
相
当
し
、
立
冬
以
前

の
晩
秋
の
季
で
あ
る
こ
と
を
思
え
ば
、
こ
う
し
た
疑
念
も
氷
解
す
る

の
で
あ
る
。

最
後
に
首
間
関
山
に
つ
い
て
説
明
し
た
い
。

一
央
斉
の
隠
れ
た
所
と
伝
え
ら
れ
る
首
揚
山
の
所
在
に
つ
い
て
は
諸

説
あ
る
が
、
こ
の
賦
に
い
う
山
は
、
今
の
河
南
省
侮
師
県
の
西
北
、

印
山
(
北
芝
山
と
も
い
う
)
の
最
高
処
が
そ
れ
で
あ
る
。
漢
貌
の
洛

mm域
の
西
北
、
約
十
二
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
距
離
に
あ
っ
た
は
ず
で
あ

〈

6
)

る
。
諸
蓄
に
引
く
そ
の
山
に
関
す
る
記
載
を
一
二
挙
げ
れ
ば
、
左
の

ご
と
く
で
あ
る
。

O
治
陽
東
北
首
陽
山
有
夷
湾
問
。
(
吋
史
記
』
伯
夷
列
傍
「
正
義
」

引
、
戴
延
之
吋
西
征
記
b
〉

O
河
水
南
関
首
陽
山
、
春
秋
所
謂
首
戴
也
、
一
夷
湾
之
歌
所
以
日
号
一

彼
西
山
袋
、
上
有
一
奥
野
之
廟
、
前
有
二
碑
、
故
是
後
漢
河
南
予
康

陵
線
導
・
錐
陽
令
徐
箔
輿
慮
士
卒
原
蘇
騰
・
南
陽
何
進
等
立
、
事

見
其
碑
o

Q
水
絞
誼
』
河
水
注
)

部
山
に
は
貌
文
帝
曹
一
小
一
の
陵
(
首
陽
綾
)
お
よ
び
晋
宣
帝
弓
馬
諮

の
陵
(
高
原
段
、
郡
山
の
東
北
)
が
あ
る
。
古
来
貴
人
の
墓
所
の
多

く
あ
る
所
と
し
て
知
ら
れ
る
。
私
事
に
わ
た
る
が
、
先
年
洛
組
問
の
白

馬
寺
を
訪
ね
た
折
、
市
山
を
見
る
機
会
に
恵
ま
れ
た
が
、
そ
の
山
は

な
だ
ら
か
に
長
く
続
く
丘
と
い
う
印
象
を
受
け
た
も
の
で
あ
っ
た
。

( 15 ) 

「
首
陽
山
斌
」
は
、
六
一
一
一
一
口
勾
を
用
い
(
篇
中
「
此
進
荷
不
合
今
」

の
一
旬
の
み
五
一
言
句
)
、
縞
勾
韻
で
、
そ
の
無
韻
の
句
末
に
今
字
を

置
く
典
型
的
な
「
離
騒
」
式
の
句
法
か
ら
な
る
、
い
わ
ゆ
る
「
騒



体
」
の
短
賦
で
、
全
第
四
十
六
匂
の
作
品
で
あ
る
。

さ
て
、
賦
は
そ
の
内
容
か
ら
前
後
二
段
に
分
か
れ
る
。
前
段
は
、

周
協
の
者
に
よ
る
恋
意
の
中
傷
に
会
い
孤
立
す
る
作
者
が
、
そ
れ
で

も
な
お
世
俗
の
中
で
生
き
る
こ
と
に
よ
り
自
己
の
真
実
を
実
現
し
た

い
と
述
べ
る
も
の
で
あ
り
、
後
段
は
、
夷
斉
が
初
め
西
伯
mm
ハ
周
の

文
王
〉
に
身
を
投
じ
な
が
ら
、
武
王
の
約
討
伐
の
挙
に
反
対
し
た
の

は
仁
義
に
か
な
う
も
の
で
は
な
い
、
生
命
を
傷
い
、
名
誉
を
求
め
る

行
為
だ
と
批
判
す
る
内
政
付
の
も
の
で
あ
る
。
以
下
に
そ
れ
ら
の
内
容

に
つ
き
、
や
や
詳
細
に
検
討
を
加
え
る
が
、
説
明
の
便
宜
上
、
前
後

段
を
そ
れ
ぞ
れ
二
分
し
て
論
じ
た
い
。

(
品
川
一
段
)

1
在
放
年
之
末
蔵
今
の
年
の
末
歳
に
在
り

は

じ

め

と

お

か

つ

い

た

ち

2
端
匂
首
而
前
一
陰
端
の
勾
の
誌
に
し
て
重
陰
あ
り

3
風
域
間
以
曲
歪
今
風
は
瓢
凶
し
て
以
て
由
主
し

4
一
山
旋
締
部
繊
襟
附
は
繊
襟
に
旋
転
す

5
嫁
跡
的
W
乎
東
一
局
今
螺
僻
東
一
周
に
鳴
き

6
魁
仙
州
統
乎
間
林
越
鳩
凶
林
に
号
ぶ

7
時
賂
暮
伺
無
銭
今
時
将
に
暮
れ
ん
す
る
に
儲
無
く

h
y
d
h
d
 

8
慮
壊
拾
而
感
心
慮
は
懐
槍
と
し
て
心
を
感
が
す

最
初
の
ご
句
が
、
正
一
万
元
年
十
月
日
を
指
す
可
能
性
の
あ
る
こ

と
は
既
述
し
た
と
お
り
で
あ
る
。
こ
の
空
が
厚
い
に
覆
わ
れ
た
日

の
印
象
と
孤
独
感
と
を
、
作
者
は
以
下
の
六
勾
に
連
ね
て
い
う
。
す

な
わ
ち
、
鶏
風
に
混
じ
っ
て
降
り
し
き
る
雨
に
薄
絹
の
衣
の
襟
元
を

濡
ら
し
つ
つ
、
自
分
は
大
将
軍
の
府
署
の
南
縞
の
下
、
東
一
房
に
鳴
く

怒
悼
と
西
林
に
号
ぶ
題
鶏
の
戸
を
閉
山
く
、
年
の
暮
れ
よ
う
と
す
る
こ

9ζ

、も

の
持
、
親
し
い
態
匹
の
な
い
孤
独
に
棲
槍
と
し
て
胸
が
疹
く
の
だ
、

と
述
べ
て
い
る
。

古
藤
戸
抗
樹
宗
一
散
一
懐
詩
築
』
は
「
一
詠
懐
詩
」
其
一
一
一
(
「
嘉
樹
下
成

援
」
の
句
を
以
て
始
ま
る
一
首
)
お
よ
び
其
九
(
「
歩
出
上
東
門
」
)

(

7

)

 

の
詩
を
、
こ
の
賦
と
同
時
の
作
と
推
測
す
る
。
こ
の
推
測
が
当
た
っ

て
い
る
と
す
る
な
ら
ば
、
庇
籍
に
と
っ
て
こ
の
日
の
印
象
と
彼
の
い

だ
い
た
孤
独
感
は
、
よ
ほ
ど
忘
れ
難
い
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
に
な
る

で
あ
ろ
う
c

な
、
ぜ
な
ら
ば
、
詩
の
中
で
も
作
者
は
そ
れ
を
繰
り
返
し

い
う
か
ら
で
あ
る
。
其
九
の
詩
を
一
部
引
用
す
る
。

い

ず

こ

あ

5
良

夜

在

何

許

良

辰

何

許

に

か

在

る

。

う

る

お

6
凝
滞
括
衣
襟
凝
霜
は
衣
襟
を
一
語
す

。

ゆ

る

7
焦
r

風
振
山
閲
兵
銀
、
嵐
山
間
を
援
が
し

文
芸
重
陰
を
起
こ
す

格
統
飛
び
て
南
に

殻
鶏
京
点
目
を
発
す

素
質
は
硲
戸
に
振
る

( 16 ) 
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瀞
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0

0

0

や
ぷ

ロ
懐
恰
傷
我
心
懐
恰
と
し
て
我
が
心
を
傷
る

賦
の
発
端
が
こ
の
よ
う
に
行
情
を
以
て
す
る
例
は
、
抗
賦
ム
ハ
議

東
一
千
・
鳩
・
獅
獄
・
清
忠
・
一
五
父
の
五
篇
お
よ
び
首
間
関
山
賦
〉
中

こ
の
賦
の
み
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
の
行
情
が
、
作
者
に
と
っ
て
忘
れ

難
い
重
要
な
窓
味
を
も
っ
日
の
も
の
で
あ
る
こ
と
を
、
私
は
注
日
し

た
い
と
思
う
。

さ
て
、

さ
ら
に
賦
の
続
き
を
見
ょ
う
。

9
振
沙
衣
市
山
山
内
今
沙
衣
を
振
ひ
て
門
を
出
づ
れ
ばな

mw
綾
委
総
市
牒
一
一
一
神
綾
と
一
委
と
は
絶
え
て
尋
ぬ
る
燥
し

日
歩
徒
約
以
注
思
今
歩
ん
で
徒
侍
し
て
以
て
迩
か
に
忠
ひ

ロ
明
歎
息
而
微
吟
明
と
し
て
歎
息
し
て
微
吟
す

、ま去、

日
路
俗
的
而
欲
往
今
将
に
筒
筋
し
て
往
か
ん
と
欲
す
れ
ど
も

は
衆
催
経
而
笑
人
衆
は
離
陸
と
し
て
人
を
笑
は
ん

日
静
寂
実
而
濁
立
今
静
か
に
寂
実
と
し
て
独
立
す

M
W

苑
孤
植
而
陵
間
売
に
弧
航
す
れ
ど
も
悶
る
牒
し

げ
懐
分
索
之
情
一
分
分
紫
の
情
町
一
な
る
を
拠
く
も

い

と

う

が

ら

i

M
械
翠
偽
之
射
員
群
偽
の
真
を
射
ふ
乞
綴
じ
と
す

ま
こ
と
&
あ
¥
L
ら

ベ

川
口
信
可
賀
市
弗
離
今
…
…
一
一
仰
に
突
か
に
し
て
離
れ
ざ
る
可
し

しヮ，
r
、

鈴

崎

将
J

高
泰
一
卵
白
…
慌
寧
ん
一
ぞ
高
挙
し
て
自
ら
儲
け
ん
や

9
勾
「
沙
衣
ん
は
一
紗
衣
い
と
同
じ
、
ち
ぢ
み
の
薄
'
絹
の
軽
い
衣

を
い
い
、
儒
者
の
殺
る
衣
で
も
あ
る
。
作
者
の
散
文
の
作
品

に
登
場
す
る
「
給
紳
好
事
之
徒
い
が
、
自
ら
の
儒
家
の
徒
た
る

こ
と
を
誇
っ
て
、
ぺ
沙
衣
を
被
、
飛
協
を
冠
し
、
出
初
を
弟
一
一
れ
、
:
ふ

と
諮
る
こ
と
ば
に
も
つ
汐
衣
」
が
現
わ
れ
る
。
ま
た
、
一

j

綾
委
い
は

冠
の
級
と
冠
の
へ
り
ま
き
を
い
う
。

9
mの
ニ
匂
は
、
儒
者
の
衣
と
冠
と
を
つ
け
出
仕
し
よ
う
と
す
る

が
、
久
し
く
休
ん
で
い
た
の
で
衣
に
は
ち
り
が
積
も
り
、
冠
の
紐
と

へ
り
ま
き
は
絶
ち
き
れ
て
い
て
尋
ね
よ
う
も
な
い
と
い
い
、
作
者
の

出
仕
に
対
す
る
消
極
的
な
態
度
、
欝
屈
し
た
心
情
が
表
出
さ
れ
る
の

で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
心
情
を
慰
め
る
対
象
を
見
出
そ
う
と
、
作

者
は
復
街
路
賭
し
た
あ
げ
く
、
進
か
に
あ
る
友
を
思
う
の
で
あ
る

が
、
そ
の
人
に
は
会
え
る
は
ず
も
な
く
、
い
た
ず
ら
に
歎
息
微
吟
す

る
ば
か
り
で
あ
っ
た
と
い
う
の
が
、
ロ
ロ
匂
の
意
で
あ
る
。

( 17 ) 

か
く
し
て
、
作
者
は
結
局
身
な
り
を
整
え
出
仕
し
よ
う
と
す
る
の

で
あ
る
が
、
そ
う
し
た
己
が
姿
を
見
れ
ば
、
衆
人
は
歯
並
み
の
不
揃

い
な
醜
い
口
を
開
け
て
槻
笑
す
る
で
あ
ろ
う
と
、
誌
は
匂
に
述
べ
る

の
で
あ
る
c

H
勾

は

歯

並

み

の

揃

わ

ぬ

さ

ま

を

い

で

占
め
る
。続

く
訪
問
山
勾
は
、
周
囲
の
裕
衆
の
槻
笑
の
中
で
、
誰
ひ
と
り
自
己

の
志
を
理
解
し
て
く
れ
る
者
の
い
な
い
孤
独
を
抱
え
立
ち
つ
く
す
作

者
の
姿
を
い
う
。
日
勾
「
孤
樟
」
の
誌
は
、
た
っ
た
ひ
と
り
志
を
立

て
る
意
で
あ
る
c



ひ

と

た

そ
れ
で
は
、
そ
の
「
孤
り
嫡
て
る
」
志
と
は
、
い
っ
た
い
何
を
い

う
の
か
。
そ
れ
は
げ
勾
「
援
分
索
之
情
一
今
」
、
す
な
わ
ち
敢
て
友

と
分
か
れ
索
れ
て
ま
で
留
守
し
よ
う
と
す
る
作
者
の
真
情
(
真
実
)

で
あ
る
と
忠
わ
れ
る
。
と
こ
ろ
が
、
そ
の
作
者
の
真
情
は
俗
衆
の
理

お
お

解
す
る
と
こ
ろ
で
は
な
く
、
か
え
っ
て
翠
く
の
偽
り
が
作
者
の
真
情

へ
と
加
え
ら
れ
る
、
そ
れ
を
械
わ
し
い
と
思
う
と
作
者
は
い
う
。
そ

れ
が
日
匂
の
怠
で
あ
る
。

俗
衆
の
誤
解
中
傷
の
渦
中
に
あ
っ
て
孤
立
す
る
自
己
の
真
情
を
、

い
か
に
し
て
明
ら
か
に
す
べ
き
か
、
作
者
は
自
問
向
問
答
す
る
。
そ
し

て
、
そ
の
途
は
結
局
こ
の
俗
枇
の
汚
潟
の
中
に
白
分
が
生
き
る
こ
と

に
よ
り
実
現
す
る
外
に
な
い
、
自
ら
俗
世
か
ら
身
を
退
け
、
ひ
と
り

高
挙
す
る
こ
と
は
真
矯
を
実
現
す
る
途
で
は
な
い
と
作
者
は
い
う
。

そ
れ
が

m
m勾
の
意
で
あ
る
ο

コ
尚
挙
い
は
隠
遁
ま
た
は
仙
遊
を
い

う
も
の
と
思
う
。

行
情
的
な
調
子
で
始
ま
っ
た
賦
は
、
竹
山
勾
以
降
、
周
関
の
俗
衆
と

作
者
と
の
対
立
の
相
を
援
に
し
つ
つ
、
次
第
に
議
論
的
な
調
子
へ
と

変
化
し
て
ゆ
く
。
賦
の
後
半
は
そ
の
傾
向
を
一
層
濃
厚
に
す
る
。
こ

こ
で
は
、
俗
世
の
汚
潟
の
中
に
孤
独
に
生
き
ぬ
く
こ
と
に
よ
り
、
自

己
の
真
情
を
実
現
し
よ
う
と
す
る
作
者
が
、
そ
の
主
張
を
以
て
夷
斉

の
生
き
方
を
批
判
し
た
も
の
で
あ
る
。

(
後
段
〉

い

き

さ

な

が

幻
聯
仰
首
以
康
頬
今
聯
か
仰
苦
し
て
以
て
広
く
頬
め

み

忽
磯
首
陽
之
関
与
首
陽
の
関
与
を
贈
る

お
樹
叢
茂
以
傾
街
今
樹
は
叢
茂
し
て
以
て
傾
き
侍
り

&
h
U
 

M
4
紛
議
爽
而
揚
一
昔
紛
と
し
て
藩
爽
と
し
て
音
を
揚
ぐ

せ
ま

お
下
崎
幅
市
無
簿
今
下
は
崎
耀
と
し
て
薄
る
無
く

お
上
洞
徹
而
無
依
上
は
洞
徹
し
て
依
る
無
し

つげ
ζ

幻
鼠
制
問
、
過
而
不
集
A
h
J

鳳
は
朔
過
し
て
集
は
ず

な
ら

お
鳴
泉
翠
)
開
設
棲
鳴
泉
は
群
し
て
詑
び
棲
む

ぁ

mm
照
準
逝
市
遠
去
今
艇
が
り
て
進
か
に
逝
き
て
遠
く
去
り

ω二
老
窮
而
来
蹄
二
老
窮
し
て
来
り
帰
す

ま

こ

と

こ

こ

し

お

引
品
定
囚
札
而
庭
斯
今
寒
に
囚
札
さ
れ
て
斯
に
処
る

い

づ

く

そ

し

幻
五
日
制
限
珠
荷
敢
誹
藷
ん
ぞ
般
論
機
あ
り
て
敢
て
誹
ら
ん

し
P
ぞ

お
嘉
栗
降
雨
不
存
今
一
茄
莱
は
扉
け
ら
れ
て
存
せ
ず

い

と

び

弘
故
廿
死
海
採
薮
放
に
死
を
甘
ふ
て
殺
を
採
る

か

そ

む

お
彼
背
紋
部
従
問
問
今
後
れ
は
般
に
背
き
て
mm
に
従
ひ

お
投
危
敗
荷
弗
選
危
敗
に
投
じ
て
遅
れ
ず

幻
此
準
而
不
合
今
此
れ
は
進
ん
で
合
せ
ず

お
又
何
種
乎
仁
義
又
何
ぞ
仁
義
に
称
は
ん

最
初
の
二
勾
は
、
な
ん
と
は
な
し
に
振
り
仰
い
だ
作
者
の
自
に
、

日
ご
ろ
眺
め
裂
し
む
首
践
の
山
の
姿
が
映
っ
た
こ
と
を
い
う
。
こ
こ

か
ら
夷
斉
に
対
す
る
作
者
の
議
論
が
始
ま
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る

( 18 ) 



が
、
そ
の
前
に
ま
ず
首
脂
肪
山
の
姿
が
問
勾
を
殺
し
て
述
べ
ら
れ
る
。

そ
し
て
、
こ
こ
に
描
出
さ
れ
た
そ
の
山
は
、
木
々
が
い
っ
せ
い
に
不

安
な
戸
を
あ
げ
、
人
を
寄
せ
つ
け
な
い
険
し
さ
で
銭
立
す
る
姿
を
と

る
こ
と
に
注
意
し
た
い
。

作
者
は
さ
ら
に
首
勝
山
を
、
賢
智
の
人
に
喰
え
ら
れ
る
鳳
恩
も
飛

び
過
、
ぎ
て
集
ま
ろ
う
と
し
な
い
、
そ
し
て
、
小
人
に
喰
え
ら
れ
る
泉

の
群
棲
す
る
所
だ
と
い
い
、
鳳
鼠
の
高
く
速
く
飛
び
去
っ
た
こ
の
山

に
、
夷
斉
の
二
老
は
窮
し
て
や
っ
て
来
た
の
だ
と
い
う
。
そ
れ
が
幻

!
ω
勾
の
露
で
あ
る
。
首
勝
山
は
裂
な
る
山
で
は
な
く
、
忌
む
べ
き

俗
界
と
し
て
強
調
さ
れ
て
い
る
。

漸
照
的
に
強
ま
る
諮
問
問
山
の
険
怒
な
イ
メ
ー
ジ
は
、

m
l
M
匂
の

二
老
の
伝
説
に
対
す
る
作
者
の
解
釈
に
よ
っ
て
、
救
い
よ
う
も
な
い

間
無
に
包
ま
れ
る
。
こ
の
間
句
を
拙
訳
に
よ
っ
て
示
す
な
ら
ば
、

の
ご
と
く
で
あ
る
。

コ
は
ま
こ
と
に
武
主
に
関
わ
れ
車
で
恥
か
れ
る
刑
に
遭
い
斯

そ

し

い

と

ま

に
処
っ
た
の
で
す
。
ど
う
し
て
天
命
を
誹
る
暇
議
な
ど
あ
っ
た
で

う

ま

と

め

し

り

ぞ

あ

し
よ
う
か
。
嘉
き
莱
は
焼
け
ら
れ
て
こ
こ
に
存
り
ま
せ
ん
で
し

い

と

び

た
。
そ
れ
故
に
、
彼
ら
は
死
を
甘
う
て
識
を
採
り
餓
え
を
し
の
い

だ
の
で
す
J

の
伝
説
に
対
す
る
こ
の
よ
う
な
解
釈
が
当
時
行
わ
れ
て
い
た

も
の
か
石
か
、
私
は
知
ら
な
い
。
お
そ
ら
く
作
者
が
過
去
の
歴
史
事

実
や
現
実
の
事
例
に
照
ら
し
て
下
し
た
推
断
で
あ
ろ
う
。
漢
朝
よ
り

受
禅
し
た
貌
の
文
帝
曹
五
が
、
即
位
の
礼
の
撃
る
や
石
や
、
群
臣
を

(
8
)
 

顧
て
、
「
舜
馬
の
事
、
苔
こ
れ
を
知
れ
り
ご
と
い
っ
た
と
い
う
逸
話

を
、
私
は
想
起
す
る
。
庇
絡
の
鋭
く
深
い
現
実
認
識
が
、
「
義
と
し
て

間
の
粟
を
食
ら
は
ず
、
設
陽
山
に
隠
れ
、
被
を
採
り
こ
れ
を
食
ら

う
。
」
と
伝
わ
る
二
老
説
話
の
仮
面
を
剥
い
で
見
せ
た
も
の
だ
と
思

。
λ
ノ

次
に
作
者
は
、
お
J
m
勾
で
彼
ら
が
段
に
背
き
西
伯
問
問
に

従
お
う
と
し
た
の
は
、
危
敗
の
事
態
に
身
を
投
じ
、
返
れ
ま
い
と
し
た

の
だ
と
い
い
、
に
も
か
か
わ
ら
ず
武
王
の
約
討
伐
の
挙
に
は
進
ん
で

合
わ
せ
よ
う
と
し
な
か
っ
た
行
動
は
、
一
貫
し
な
い
、
仁
義
に
称
う

も
の
で
は
な
い
と
批
判
す
る
の
で
あ
る
。
お
匂
「
彼
」
は
「
あ
の
場

合
は
い
の
意
、
幻
勾
「
此
」
は
「
こ
の
場
合
は
」
の
意
と
解
し
た
。

ほ

し

い

ま

ま

た

め

ら

お
態
露
天
市
弗
務
今
寿
夫
を
障
に
し
て
務
は
ず

ど

な

紛
競
投
開
菅
以
混
度
設
誉
を
競
ひ
て
以
て
度
と
為
す

と

こ

し

か

れ
似
察
前
載
之
是
云
今
前
載
の
是
に
云
る
を
察
す
れ
ば

必
何
美
論
之
足
慕
何
ぞ
美
論
の
慕
ふ
に
足
り
ん
や

約
制
有
道
求
之
在
例
制
令
布
く
も
道
に
求
む
る
は
之
れ
細
に
在
り

M
素
子
誕
市
多
蘇
駕
ん
ぞ
子
は
誕
に
し
て
辞
多
き

し
ば
ら

お
立
清
盛
以
守
一
紳
今
旦
く
清
虚
に
し
て
以
て
神
を
守
り

と
れ

必
輩
様
競
市
一
マ
一
日
之
宣
に
棟
慨
し
て
之
を
一
一
一
一
口
は
ん
や

さ
て
、

( 19 ) 



最
初
の
二
句
は
押
韻
か
ら
す
る
と
担
匂
以
下
に
属
す
る
が
、
意
味

上
は
前
か
ら
続
く
と
見
た
い
。
こ
の
斌
で
は
韻
の
転
換
と
意
味
の
そ

れ
と
は
必
ず
し
も
一
致
し
な
い
。

さ
て
、
こ
の
こ
句
の
い
う
と
こ
ろ
は
、
夷
斉
が
餓
死
し
た
の
は
生

命
を
怒
意
的
に
傷
う
も
の
で
、
そ
れ
は
段
誉
に
と
ら
わ
れ
た
か
ら
だ

と
い
う
の
で
あ
る
。
こ
の
批
判
は
い
う
ま
で
も
な
く
コ
壮
子
』
の
餅

母
篇
に
、
「
伯
夷
は
名
に
首
協
の
下
に
死
し
、
海
路
は
利
に
東
綾
の

上
に
死
す
。
二
人
は
死
す
る
所
向
じ
か
ら
、
ざ
れ
ど
も
、
其
の
ん
%
を
残

い
性
を
傷
つ
く
る
は
均
し
き
な
り
に
と
あ
る
の
に
基
づ
い
て
い
る
。

夷
斉
を
批
判
し
た
作
者
は
、
結
び
の
六
句
で
、
背
酷
な
枇
に
生
き

る
た
め
の
戒
め
を
い
う
。
す
な
わ
ち
、
前
代
、
夷
斉
の
事
実
が
か
く

悲
惨
で
あ
っ
た
例
し
に
鍛
み
れ
ば
、
品
一
一
一
〈
論
は
慕
う
に
足
り
な
い
、
道

義
に
行
為
の
基
準
を
求
め
る
場
合
は
、
細
事
に
ま
で
配
慮
す
る
慎
重

さ
こ
そ
必
要
一
だ
、
放
誕
と
多
言
と
は
危
険
を
招
く
か
ら
、
清
虚
の
態

度
を
と
り
精
神
の
安
ら
ぎ
を
保
守
し
、
決
L
て
棟
慨
し
て
発
一
一
一
一
閃
し
て

は
な
ら
な
い
と
述
べ
る
の
で
あ
る
。

こ
こ
で
一
つ
問
題
と
な
る
の
は
、
必
匂
が
誰
を
お
す
か
と

い
う
こ
と
で
あ
る
。
私
の
考
え
で
は
、
組
勾
載
之
是
云
い
が
夷

斉
の
こ
と
を
い
う
と
す
れ
ば
、
コ
ナ
ん
に
夷
斉
を
当
て
る
の
は
誤
り

で
、
日
匂
に
お
い
て
作
者
が
「
蓬
思
い
の
対
象
と
し
た
友
、
ま
た
は

二
人
称
を
用
い
自
'
身
を
呼
ん
だ
か
の
い
ず
れ
か
で
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
お
そ
ら
く
作
者
は
友
と
自
身
と
に
向
け
て
「
子
」
と
い
っ
た
と

解
す
る
の
が
、
最
も
穏
当
な
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
と
思
う
。

玩
籍
を
親
友
の
稿
康
は
、
「
既
腕
宗
は
口
に
人
の
過
ち
を
論
ぜ
ず
、

た
め

(
9
)

(
略
)
物
の
血
ハ
に
傷
つ
く
こ
と
無
し
」
と
評
し
、
ま
た
司
馬
昭
(
晋

(
叩
)

の
文
王
)
は
「
至
慎
L

と
賛
え
た
。
こ
の
賦
の
末
尾
の
戒
め
は
、
作

者
の
慎
重
な
生
き
方
が
よ
く
示
さ
れ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

思

こ
の
章
で
は
、
右
に
検
討
し
た
結
果
を
踏
ま
え
、
三
間
陽
山
賦
」

に
つ
い
て
私
の
い
だ
く
全
体
像
と
で
も
い
う
べ
き
も
の
を
明
ら
か
に

し
、
あ
わ
せ
て
コ
祢
懐
詩
」
其
一
一
一
・
其
九
な
ど
の
詩
篇
と
の
質
的
異

同
に
つ
い
て
も
考
察
を
加
え
た
い
。

可
馬
氏
に
よ
る
李
豊
・
夏
侯
玄
ら
反
対
勢
力
の
弾
圧
と
粛
清
、
そ

し
て
天
子
の
廃
立
と
い
う
苛
酷
無
恕
な
事
件
を
開
駅
前
に
し
て
、
玩
籍

は
自
己
の
態
度
決
定
を
迫
ら
れ
た
。
こ
れ
が
彼
に
こ
の
賦
を
瑳
聞
か
せ

た
液
接
の
動
機
で
あ
る
こ
と
は
疑
い
が
な
い
。

但
し
、
態
度
決
定
を
追
ら
れ
た
と
い
っ
て
も
、
そ
れ
が
司
馬
氏
の

迫
害
強
制
に
よ
る
も
の
と
い
う
意
味
で
は
必
ず
し
も
な
い
。
す
で
に

見
た
よ
う
に
坑
籍
は
、
可
思
議
が
太
侍
と
な
る
や
そ
の
従
事
中
郎
に

招
か
れ
、
以
後
数
年
そ
の
幕
下
に
あ
り
続
け
て
き
た
か
ら
で
あ
る
。

そ
し
て
、
彼
の
こ
の
出
処
進
退
は
、
彼
が
司
馬
滋
に
付
く
前
、
曹
爽

の
参
箪
を
辞
し
て
時
人
を
感
服
さ
せ
た
こ
と
の
あ
る
、
外
な
ら
ぬ
そ
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に
よ
る
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

当
時
大
将
軍
の
保
持
す
る
所
と
為
る
と
蹴
も
、
耐
火
は
則

ち
窮
し
て
米
却
し
、
間
札
さ
れ
て
斯
に
処
る
な
り
、
三
身
す
ら
自

ら
保
せ
ざ
る
に
、
何
ぞ
況
ん
や
妻
子
を
恋
ひ
ん
や
い
と
は
、
設
に
病

無
く
し
て
叫
か
ん
や
い
(
吉
政
口
抗
嗣
宗
一
詠
懐
詩
笈
い
の
汁
其
…
一
一
一
の

一
一
一
付
注
の
評
一
泊
)
と
い
う
ま
で
の
悲
境
に
、
況
籍
が
あ
っ
た
と
私
に
は

忠
わ
れ
な
い
。
既
述
し
た
ご
と
く
賦
の
こ
と
ば
か
ら
す
る
と
、
統
籍

の
職
務
に
熱
心
で
な
か
っ
た
形
跡
も
窺
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
一
一
円
馬
氏

も
そ
う
し
た
氏
籍
の
態
度
を
黙
認
し
て
い
た
の
で
は
な
い
か
。

氏
籍
に
自
己
の
態
度
決
定
を
迫
っ
た
の
は
、
外
か
ら
で
は
な
く
、

む
し
ろ
彼
の
精
神
の
内
奥
か
ら
の
力
で
は
な
い
か
。
彼
の
伝
記
に
、

ぷ
締
本
済
世
の
志
有
り
ん
と
伝
え
る
、
い
わ
ば
彼
の
胸
底
に
潜
む

良
心
と
で
も
い
う
べ
き
査
純
の
魂
が
、
時
勢
の

Mm趨
を
冷
静
に
見
定

め
処
祉
の
態
度
を
決
す
る
あ
の
を
背
後
か
ら
撲
っ
た
の
で

あ
る
。

の
そ
れ
で
は
な
ぜ
抗
籍
の
魂
は
、
彼
の
を
撲
つ
こ
と
に
な

っ
た
の
か
。
そ
の
契
機
を
、
賦
の
前
半
で
い
す
る
対
象
と
し

て
暗
示
さ
れ
、
後
半
で
「
子
い
と
い
う
請
に
よ
り
明
示
さ
れ
て
い
る

坑
籍
の
友
と
思
わ
れ
る
人
と
玩
籍
と
の
関
係
に
求
め
た
い
と
、
私
は

思
う
。
そ
の
友
と
思
わ
れ
る
人
は
、
現
在
も
し
く
は
過
去
に
お
い

て
、
玩
籍
と
異
な
る
政
治
的
立
場
に
立
つ
、
も
し
く
は
立
っ
た
人
で

あ
ろ
う
。
そ
し
て
そ
の
人
に
対
し
て
、
阪
籍
は
な
ぜ
自
分
、
が
可
馬
氏

に
州
附
属
す
る
の
か
を
釈
明
す
る
心
理
的
必
要
に
駆
ら
れ
て
い
る
の
で

あ
る
。
こ
れ
が
作
者
に
こ
の
賦
を
議
か
せ
の
動
機
だ
と
忠
わ
れ

る。

に
よ
る
天
下
制
覇
が
ほ
ぼ
確
実
化
し
、
そ
の
飽
備
と
も
い

う
べ
き
高
貴
郷
公
髪
の
即
位
直
前
の
時
期
、
あ
る
友
に
対
す
る
想
い

が
作
者
の
魂
を
揺
り
動
か
し
、
そ
れ
が
一
時
馬
氏
に
帰
属
す
る
態
度
を

彼
に
と
ら
せ
続
け
て
き
た
「
遠
識
い
を
烈
し
く
撲
っ
た
と
こ
ろ
に

平
日
陽
山
賦
ん
が
成
立
し
た
と
右
に
述
べ
た
。
そ
れ
で
は
そ
の
作
品

は
、
作
者
の
精
神
の
い
か
な
る
ド
キ
ュ
メ
ン
ト
に
な
り
得
て
い
る
の

か
、
は
た
ま
た
然
ら
ざ
る
か
を
次
に
見
て
ゆ
き
た
い
と
思
う
。

「
首
相
防
山
賦
」
の
前
半
で
、
作
者
は
俗
衆
の
槻
笑
の
渦
中
に
孤
立

す
る
自
己
を
描
き
、
友
と
敢
て
離
れ
て
ま
で
も
守
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
自

己
の
真
情
(
真
実
)
の
あ
る
こ
と
を
主
張
す
る
、
ま
た
そ
の
真
情
は

俗
世
の
中
に
生
き
て
こ
そ
実
現
し
得
る
も
の
だ
と
強
調
し
て
い
る
よ

う
に
思
わ
れ
る
。
作
者
の
い
う
真
情
と
は
い
っ
た
い
ど
う
い
う
こ
と

な
の
か
。
私
は
そ
れ
を
結
局
自
ら
の
生
命
を
ど
こ
ま
で
も
愛
惜
す
る

心
情
を
い
う
と
理
解
す
る
c

作
者
の
こ
の
真
情
こ
そ
が
、
賦
の
後
半

に
展
開
さ
れ
る
夷
斉
批
判
の
核
と
な
る
も
の
で
あ
る
。

作
者
の
夷
斉
批
判
は
凄
じ
い
ま
で
に
徹
底
的
で
あ
る
と
い
え
よ

う
。
聖
地
首
陽
山
は
、
こ
こ
で
は
邪
悪
の
鳥
の
群
棲
す
る
俗
界
と
し
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て
描
か
れ
る
。
そ
し
て
義
の
た
め
に
餓
死
し
た
は
ず
の
夷
斉
は
、
段

関
川
の
関
を
右
顧
左
閉
し
た
あ
げ
く
処
刑
餓
死
さ
せ
ら
れ
た
定
見
を
も

た
ぬ
売
名
残
生
の
徒
だ
と
決
付
け
る
。

と
こ
ろ
で
、
後
淡
か
ら
貌
に
か
け
て
の
作
品
で
、
一
英
斉
を
主
題
と

す
る
も
の
の
数
は
決
し
て
少
な
く
な
い
G

た
と
え
ば
『
塞
文
類
緊
b

ハ
人
部
「
路
逸
レ
上
下
〉
に
は
、
後
漢
で
は
杜
篤
「
首
陽
山
賦
い
・

初
広
「
弔
夷
斉
文

V
茶
話
「
伯
夷
叔
斉
碑
レ
、
貌
で
は
王
祭
「
弔
夷

斉
文
レ
・
院
嬬
「
隠
士
詩
い
「
弔
佑
夷
文
ケ
隣
元
(
円
太
平
御
覧
』
五

百
九
十
六
に
つ
膝
元
レ
に
作
る
)
「
弔
一
央
斉
文
」
な
ど
の
諸
篇
が
採
ら

れ
て
い
る
ο

そ
し
て
、
こ
れ
ら
の
諸
篇
は
、
際
元
の
作
を
除
き
、
す

べ
て
夷
斉
を
賛
え
る
も
の
ば
か
り
で
あ
る
。
隣
元
の
作
に
し
て
も
、

周
と
い
う
護
世
に
腐
り
な
が
ら
、
般
を
棄
て
ず
し
て
餓
死
し
た
夷
斉

の
過
ち
を
痛
む
も
の
に
す
、
ぎ
な
い
。
抗
籍
の
ご
と
く
、
首
揚
山
を
定

め
、
爽
斉
を
刑
余
流
罪
の
人
と
し
て
お
胤
附
い
た
も
の
は
な
い
ο

さ
て
、
普
通
に
は
た
と
え
ば
、
「
清
風
を
貧
土
に
属
ま
し
、
来
志

を
儒
夫
に
立
た
し
む
い
(
王
祭
「
弔
夷
斉
文
l
U

と
さ
れ
る
夷
斉
を
、

突
は
無
想
な
死
を
遂
げ
た
者
と
強
調
し
た
作
者
が
、
美
論
の
虚
妄
と

慎
重
な
生
き
方
の
必
要
を
説
き
、
放
誕
と
多
言
、
そ
し
て
懐
慨
の
発

言
と
を
戒
め
、
清
ぃ
肢
の
態
度
を
と
る
こ
と
に
よ
り
精
神
の
安
ら
ぎ
を

保
守
す
る
こ
と
を
い
う
の
は
、
既
述
し
た
と
お
り
で
あ
る
。
そ
し
て

こ
こ
に
作
者
の
夷
斉
批
判
の
玄
関
が
存
す
る
の
で
あ
る
。

す
な
わ
ち
道
義
に
名
を
仮
り
て
軽
挙
に
走
っ
た
夷
斉
は
、
自
ら
そ

の
生
を
残
う
と
い
う
最
も
忌
む
べ
き
運
命
を
招
く
こ
と
と
な
っ
た
。

そ
し
て
こ
の
夷
斉
の
過
ち
は
、
川
単
な
る
伝
説
で
は
な
く
、
苛
烈
暗
黒

の
現
代
に
そ
の
ま
ま
繰
り
返
さ
れ
て
い
る
。
権
力
争
奪
の
犠
牲
と
な

っ
て
不
幸
な
死
を
遂
げ
た
者
の
数
は
多
い
。
そ
う
し
た
人
々
は
、
現

実
の
虚
妄
さ
に
気
づ
く
こ
と
な
く
、
自
ら
の
ん
止
を
愛
惜
す
る
こ
と
を

忘
れ
て
、
痛
ま
し
く
も
無
意
な
運
命
の
淵
に
沈
ん
で
い
っ
た
。
自
分

が
司
馬
氏
に
帰
属
す
る
の
は
、
自
ら
の
生
を
ど
こ
ま
で
も
愛
惜
す
る

立
場
に
立
つ
か
ら
で
あ
る
。
玩
籍
は
夷
斉
批
判
に
名
を
仮
り
て
、
右

の
よ
う
に
現
実
の
険
し
さ
を
痛
み
、
自
己
の
立
場
を
明
ら
か
に
し
た

も
の
と
、
私
は
思
う

Q
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換
言
す
る
な
ら
ば
、
院
籍
は
こ
の
賦
に
お
い
て
、
彼
の
魂
の
働
突

を
聴
き
つ
つ
、
彼
の
「
遠
識
」
の
立
場
一
を
…
訪
問
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
の
こ
と
は
、
斌
と
い
う
文
体
に
お
い
て
自
己
を
語
る
場
合
の
特
徴

と
し
て
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
「
一
議
懐
詩
」
其
一
一
一
の
作
に
は
次
の

よ
う
に
い
う
、

嘉
樹
下
成
援

東
関
挑
郎
ハ
李

秋
風
吹
飛
饗

零
落
従
此
始

繁
華
有
樵
伴

繁零秋東嘉
叢落 j孔 i調樹

は此こ飛桃下
f長れ衰とに
iキ従ょを李践え
有り吹とをち
り始け 成
まばす
る



営
一
上
生
剤
紀
に
は
荊
紀
を
生
ず

駆
馬
合
之
去
馬
を
駆
り
て
之
を
舎
で
て
去
り

ふ
も
と

去
上
西
山
祉
去
り
て
西
山
の
妊
に
上
る

一
身
不
自
保
一
身
す
ら
自
ら
保
せ
ざ
る
に

何
況
懸
妻
子
何
ぞ
況
ん
や
妻
子
を
恋
ひ
ん
や

凝
籍
被
野
草
凝
霜
野
草
を
被
え
ば

ま

た

こ

こ

や

歳
暮
亦
云
己
歳
暮
亦
去
に
己
ま
ん

古
川
幸
次
郎
氏
は
右
の
詩
を
「
其
九
」
の
詩
と
と
も
に
、
作
者
庇

籍
の
そ
の
暗
黙
の
時
代
に
対
す
る
「
絶
強
中
の
口
吻
を
も
ら
す
」
も
の

と
さ
れ
、
そ
し
て
に
の
後
半
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
い
わ
れ

る。

に
は
除
梓
有
る
い
流
転
の
世
界
を
さ
け
ん
と
す
る
伎
は
、

永
遠
の
世
界
を
求
め
て
、
西
山
の
社
に
上
る
。
し
か
し
そ
こ
で
も
平

安
は
得
ら
れ
ず
、
わ
が
身
の
生
命
さ
え
も
危
ぶ
ま
れ
る
。
そ
れ
は
凝

霜
が
野
草
を
と
じ
こ
め
る
ご
と
く
、
何
の
生
活
の
可
能
性
も
な
い
暗

黒
の
世
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
と
す
る
の
が
、
こ
の
詩
の
結
論
で
あ

(
日
)

る。一白
川
氏
の
こ
と
ば
の
ご
と
く
、
一

1
1

詠
懐
詩
」
其
三
に
お
い
て
玩
籍

は
、
夷
斉
を
慕
う
べ
き
も
の
と
L
、
し
か
し
夷
斉
の
ご
と
く
生
き
た

と
し
て
も
、
凝
霜
の
ご
と
き
深
刻
な
刑
罰
が
力
を
奮
う
事
態
と
も
な

こ
の
世
界
は
陪
黒
の
終
末
を
む
か
え
、
も
う
ど
ん
な
生
き
方

れ
ば
、

も
許
さ
れ
は
し
な
い
と
、
絶
z
惑
を
述
べ
る
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
は

…1

首
脇
山
賦
い
の
ご
と
き
ミ
雄
一
誠
い
を
以
て
世
に
処
す
る
立
場
は
諮

ら
れ
る
こ
と
は
な
い
の
で
あ
る
。
こ
の
相
違
は
、
や
は
り
五
一
一
一
日
詩
と

賦
と
い
う
文
体
の
相
違
に

mm
せ
ら
れ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

と
こ
ろ
で
玩
籍
の
友
裕
康
に
は
次
の
よ
う
な
逸
話
が
あ
る
。
そ
れ

す
く
な

は
隠
者
孫
登
が
、
三
ざ
み
は
才
が
多
く
識
が
寡
い
か
ら
、
人
?
の
世
で

危
害
を
免
れ
る
の
は
難
い
で
あ
ろ
う
よ
と
い
っ
た
と
い
う
話
で
あ

る。
登
乃
臼
、
:
:
:
用
才
在
乎
識
物
、
所
以
全
其
年
、
今
子
才
多
識

寡
、
難
乎
菟
於
今
之
世
余
、
子
無
多
求
。
康
不
能
用
、
及
遭
呂
安

事
在
獄
、
免
詩
自
寅
一
去
、
背
態
下
恵
、
今
悦
孫
登
。
(
『
世
説
新

減
問
』
棲
逸
第
十
八
劉
注
所
引
『
文
土
停
』
)

同
時
代
に
親
友
と
し
て
生
き
た
稿
況
の
両
者
が
、
一
方
は
「
識
寡

し
い
と
さ
れ
、
非
命
に
倒
れ
て
そ
の
「
酪
憤
詩
」
を
遺
し
、
他
は
そ

の
「
遠
識
」
を
称
さ
れ
、
天
命
を
全
う
し
て
「
設
湯
山
賦
」
を
留
め

て
い
る
、
そ
の
こ
と
の
中
に
私
は
、
玩
籍
の
「
遠
…
識
」
が
そ
の
働
突

の
う
え
に
成
り
た
っ
て
い
る
痛
ま
し
さ
を
感
ぜ
ざ
る
を
得
な
い
の
で

あ
る
。
庇
籍
に
と
っ
て
「
首
湯
山
賦
」
は
、
そ
う
し
た
作
品
だ
と
思

う

の

で

あ

る

。

(

山

形

大

学

)
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"" r一、
1 住

'-.J 、...J

私
が
見
る
こ
と
を
得
た
「
首
陽
山
賦
」
に
つ
い
て
の
論
は
、
@
中
島



千
秩
氏
「
玩
籍
の
吋
弥
理
と
ロ
法
と
に
つ
い
て
」
(
「
臼
本
中
間
学
会

報
」
第
九
集
、
昭
沼
年
〉
⑧
焼
防
郎
尚
氏
「
庇
籍
・
稿
康
の
賦
」
(
「
広
島
女

子
大
学
文
学
部
紀
要
い
第
十
五
輯
、
昭
防
年
〉
む
一
松
本
幸
男
氏
「
院
籍
の

2
 

生
挺
と
一
散
懐
詩
」
(
昭
位
年
、
木
ヰ
社
)
⑥
松
本
幸
男
氏
「
庇
籍
の
円
一
一
誠

懐
詩
い
に
つ
い
て
」
(
「
立
命
館
文
学
い
第
一
一
一
人
間
i
五
号
、
昭
位
年
)
の

間
筋
が
あ
る
。
一
⑮
は
こ
の
賦
を
「
権
力
の
交
穏
に
身
を
処
す
る
人
士
の
醜

態
と
偽
踏
を
誠
刺
し
、
兼
ね
て
景
王
に
も
及
ぼ
し
た
も
の
」
と
す
る
点
、

内
容
の
理
解
に
誤
り
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
⑧
も
@
と
同
様
内
容
を
誤
解

し
て
い
る
所
、
が
あ
り
、
た
と
え
ば
勺
現
実
の
政
治
を
よ
り
よ
く
し
よ
う
と

す
れ
ば
こ
そ
の
嘆
き
い
が
見
ら
れ
る
と
す
る
の
は
首
肯
で
き
な
い
。
。
一
む

は
こ
の
賦
と
「
一
誠
懐
詩
」
其
…
一
…
・
其
九
の
二
一
一
日
を
問
時
の
作
と
し
、
其
一
一
一

の
詩
を
変
侯
玄
の
死
と
関
連
さ
せ
論
じ
て
い
る
の
は
興
味
深
い
見
解
で
あ

る
と
思
う
。

ハ
2
〉
叶
山
形
大
学
紀
要
ハ
人
文
科
学
)
」
第
十
巻
第
一
一
一
号
。
照
印
年
。

(
3
〉
太
后
問
、
「
:
:
:
百
以
鴻
高
貴
郷
公
者
、
文
皐
一
帝
之
長
孫
、
間
関
'
担
一
一
帝

之
弟
子
、
於
磁
、
小
京
有
後
大
栄
之
義
、
其
詳
議
之
。
」
景
王
乃
吏
召
讃

臣
、
以
泉
太
后
令
示
之
、
乃
定
迎
一
品
質
郷
公
。
〈
町
一
一
一
闘
志
、
説
書
h

一一一少

帝
紀
裟
役
所
引
)

〈
4
〉
罷
朝
、
景
王
私
自
、
「
上
何
如
主
世
。
」
鎖
曾
射
日
、
「
才
間
隙
忠
、

武
類
太
極
。
」
景
五
月
、
ヨ
布
如
卿
一
夜
、
枇
桜
之
総
也
O

L

(

向
お
〉

ハ
5
〉
辞
仲
山
・
欧
防
艇
合
編
吋
一
則
千
年
中
西
謄
針
照
表

b
C
九
六
一
年
、

商
務
印
書
館
〉
に
よ
っ
た
。

〈
6
〉
諸
共
鱗
主
縦
吋
中
国
膝
史
地
問
集
h

第
一
一
問
、

l
泰
西
漢
・
東
漢
時

期
i
ハ
一
九
八
一
地
凶
出
版
社
〉
に
よ
っ
た
。

〈
7
〉
案
院
公
首
揚
山
賦
、
:
:
:
興
去
上
西
山
陸
・
援
募
亦
一
広
己
合
、
此
設

蓋
血
ハ
賦
同
時
之
作
也
。

(
8
)

貌
氏
春
秋
日
、
帝
升
壊
麓
果
、
一
顧
謂
譲
住
田
、
コ
持
、
同
之
事
、
一
世

知
之
失
」
公
一
一
一
趨
志
、
税
事
一
一
日
』
文
清
紀
袈
注
所
引
)

(

9

)

稿
康
「
阻
(
山
豆
一
淑
絶
交
章
一
日
」
(
円
文
選
b

巻
四
十
三
所
収
)

(
m
N
)

管
文
玉
橋
、
庇
嗣
宗
室
慢
、
毎
興
之
一
一
一
一
口
、
一
一
一
一
口
皆
玄
遠
、
未
嘗
減
否
人

物。

Q
世
説
新
語
」
)
徳
行
第
一
)

(
日
〉
古
川
幸
次
郎
氏
「
玩
籍
の
詠
棲
詩
に
つ
い
て
」
(
上
・
下
〉
令
中
国
文

学
報
』
第
五
・
六
冊
、
昭
出
・
詑
年
)
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